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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 THかく乱作用を有する化学物質複数種を被験物質とした急性および慢性毒性試験を実施し、質量分

析計を用いて直接的に魚体内THを測定した結果や、遺伝子発現、性比や行動に対する影響を調べ、毒

性値を明らかにするとともに、環境中被験物質濃度を測定し、リスク評価も実施するなど想定以上の

成果を得ている。また、ATBC の生態リスクを発見したのは評価に値する。一方、被験物質のばく露濃

度が高く、また実際のかく乱物質ではdio1/dio2に変化がないものもあり、かく乱物質によってT3/T4

を変化させるのが dio1/dio2 だけによるものか、また、K1 から K2 への浮袋膨張阻害に結びつけると

ころにもgapがあり、このこれらの点を埋めることでさらに詳細なAOPの作成が期待される。 


